
 フットパスは、その開催後に『地域資源回遊マップ』を作製することを意図していた。そのため、フットパス参加者には本企画の趣旨を
伝え、①駅から地域資源までの時間・距離の計測、②見学した地域資源の感想・紹介文の作成、③イラストの作成（後日応募）をお願い
した。その結果、①時間・距離：245件、②感想および紹介文：476件集まるとともに、また、③イラストは参加者からの応募が遅くな
ることを予想して烏山高校美術部に事前に作成を依頼し、14枚準備した。これらの準備の後、『地域資源回遊マップ』を作製した。まず、
基となる原図の内容は、現地を歩く際の参考に資するデータを記載した。一つは、土地の高低差である。フィールド上に国が設置したそ
の地点の標高を表す三角点を明示することにより、歩くルートのUP＆DOWNの目安を示した。二つ目は、風向きや風の強さについて
近々の月別平均値1年分を入れた。さらに、降雨量・気温についても同年のデータを記載した。こうして準備した原図に、フットパス参
加者から寄せられたデータを貼り付けた。また、裏面には参加者の感想等を載せた。このマップは、『JR烏山線フットパス地域資源回遊
マップ（第1弾）』として2016（平成28）年4月25日に発行するとともに、今後フットパス参加者からの応募データにより、順次更新
していくことになる。 
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